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第 5 課 


か ん し ゃ 


食べ 物 へ の 感謝 の 気持 ち 


mm ま な か ひと り 5 わ ま る 攻 と き だ ま に は じ し ぜん 
山 の 中 で 、 一 人 だ け で 食事 を する 時 に 、 黙っ て 食べ 始め る か 、 そ れ と も 自然 に 、 
普段 の よう に 「 い た だ きま す 」 と 言う か 、 そ ん な こと を 3、 4 人 の 友だち と 話し 合っ 
た こと が ある 。 黙っ て 食べ 出す の は 何と な く 格 好 が つか な いと いう こと で 、 み ん な 
小さ い 声 で 、「 い た だ きま す 」 と 言っ て いる よう だ っ た 。 長い 間 の 習慣 で 、 般 を 
持つ と 、 そ うい う 言 葉 が 出 て し まう の だ ろう 。 
わた し は 外 出 し て 、 よ ほど お 腹 が 空い て きた 時 に 、 迷わ ちず に そば 屋 に 入っ て 、 か 
け そ ば を 食べ る こと に し て いる 。 そ うい う 場 合 は 、 声 に は 出さ ず に 警 を 割り な が 
ら 、 口 の 中 で 「 い た だ きま す 」 と 言っ て いる 。 
泡 お な し ょ ぐさ だく ty あ と ころ と 
いつ か そう し て そば を 食べ て いる と 、 同 じ 食 卓 の 、 わ た し と 向き 合っ た 所 に 小 
ぞう か ん わか ひと 2 お ちゅ う も ん き は し 4 か れ 
僧 さ ん と いう 感じ の 着い 人 が 腰 を 下ろ し た 。 注文 し た も の が 来 て 称 を 取る と 、 彼 
は か な り 大 きく 、 は っ きり と し た 声 で 「 い た だ きま す 」 と 言っ た 。 う っ か り 声 を 出 
し て し まっ た よう で 、 わ た し に 対し て 少 る 内 合 悪 そう に し て いた が 、 わ た し は 炒 
NT 8 。。。 re 
と 言っ て 席 を 立っ た 。 
ひと り らく bB と き に 。 こ と ば し ぜん で に 
一 人 で 食事 を する 時 に 、「 い た だ きま す 」 と いう 言葉 が 自然 に 出 て くる の だ っ た 
ら 、 食 事 の 用 意 を し て くれ た 人 に 対す る 感謝 、 あ る い は ご ち そ う を し て くれ る 人 
に 向かっ て の 礼儀 と いう より も 、 これから 口 に 入れ る 食べ 物 に 対す る 感謝 の 気持 ち 
つよ じ ぶん せい めい そん ぞ く た も の 了 すご た いせ つ 
が 強い 。 自 分 の 生命 を 存続 させ て くれ る 食べ 物 を 、 そ れ な ら ば も う 少 し 大 切 に し て 
も いい よう に 皿 う が 、 驚 沢 に 慣れ て 、「 い た だ きま す 」 と 昔 い な が ら 、 茜 し く な る 
よう な 食べ 方 を し て いる 人 を 見 か ける こと が 多い 。 
(串田 孫 一 『 思 い 出 す 言 葉 』 に より 改 ) 
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修 生 周 表 1 


汐 字 ( 優 名 琲 音 ) 声 週 


河 性 


珂 叉 (中 文 ) 


話し 合う (は な し あう )④③ 


[ 他 動 1] 


商 量 , 対 衝 , 協 商 


何と な く ( な ん と な く )④ 


[ 副 ] 


(不知 妨 仕 色 ) 怠 党 得 


格好 が つく (か っ こう が つく ) 


像 粒子 , 成 体 銃 : 像 回 事 


箸 ( は し )① 


[名 ] 


筑 子 


そう いう 0⑩ 


[ 連 体 ] 


那 欄 的 


外出 (が いし ゅ つ )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


出口, 外出 


よほど ① 


[ 副 ・ 名 ] 


視 , 願 , 相 当 


空く (すく )⑩ 


[自動 1] 


空 肝 子 佐 


そば 屋 ( そ ば や )② 


[名 ] 


非 麦 面 店 


か け そ ば ① 


| [名 ] 


素 梁 非 麦 面 


割る (わる )⑩ 


[ 他 動 1] 


分 


食卓 (し ょ く た く )⑩ 


[名 ] 


向き 合う (むき あう )③ 


[自動 1] 


相対 。 面 対面 : 面 対 


小僧 (こぞう )⑨ 


[名 ] 


小 家 依 , 毛 和 玉子 ( 称 年 少 的 男 
子 )』 小 和 曽 j 小 伏 填 


腰 を 下ろ す ( こ し を お ろ す ) 


衝 , 溝 下 


うっ か り ③ 


[ 副 ・ 自 動 3] 


不 注意 , 不 留 神 , 不 小心 


礼儀 (れい ぎ )③⑧③ 


[名 ] 


礼 貌 ; 礼 付 , 礼 共 


生命 (で せい めい )① 


[名 ] 


生命 


存続 で て そん ぞ く )①⑰ 


[名 ・ 自 動 3] 


漂 袋 存在 保留 , 永 存 


碑 沢 (ぜいたく )⑨③④ 


[名 ・ ナ 形 ] 


春 修 , 春 年: 浪 細 


悲し い ( か な し い )⑩⑥③ 


[ イ 形 ] 


悲 伯 的 , 悲 衰 的 : 可 悲 的 


登 ) 名 型 ・ 重 法 


1. 一 だ け ( 限 定 ) 


“名 / イ 形 筒 体形 / ナ 形 週 干 十 な / 動 筒 体形 士 だ け ”" 可 以 表 示 限 定 , 意 思 是 "具有 ……"、 
上 中 基 の だ 前 府 可以 本 共 他 助 何 一 一 起 使 用 。 
SS と は 佐藤 さん に だ | け 詳し た 。 < 入 件 事 我 只 告 折 了 佐藤 。 ) 
^ 後 女 は 電話 の 応対 を する だ け の 簡単 な 仕事 を し て いる る 。 ( 好 的 工作 祖 筒 単 , 只 人 鈴 豆 
打 申 庁 和 接 曲折 。) 


| 折 展 | 一 だ け (程度 ) 


“へ こ だ け ” 巡 可以 表示 程度 。*~ だ け ” 前 后 舌 接 同 一 効 河 , 柏 成 “ 動 可能 形 十 だ け 十 同一 
動 基本 形 ” 的 形式 , 表 示 尽 到 最大 程度 , 意 思 是 “ 尽 可 能 ……”、“ 尽 量 ……”。“ て だけ” 館 可 以 
格 成 “これ だ け ( 如 此 地 、 送 名)” “それ だ け ( 那 名 )”、“ あ れ だ け ( 那 名 )”“ ど れ だ け ( 多 
る "等 。 
へ で きる だ け 多 く の 大 に 参加 し て も らい た いで す 。 ( 功 希 望 能 半 更 多 的 人 参加 。) 
へ 今日 は 走れ る だ け 走 っ て みよ うと 思う 。 ( 今 天 我 想 尽 自己 最大 能力 路 路 看 。) 
A ここ に 残っ た も の は 持て る だ ! け 持 っ て 帰っ て いい よ 。 ( 送 里 剰 下 的 灰 西 作 能 信 走 
多少 就 欠 多少 。) 
PA これ だ け 説 明 し て も わか ら な い の ?( 我 都 己 勾 解 委 得 和 送 久 明白 了 , 人 近 不 憶 喝 ? 
* こ たい だ け "” 前 后 傍 接 同一 区 周 , 格 成 “ 動 款 字形 十 た い だ け 十 同一 動 ” 的 形式 , 表 示 閣 
区 作 、 行 一 走 仙 到 尽 上 意思 " 想 …… 競 ……"。 
へ 遠 上 し な いで 、 食べ た いた どけ 食べ て くだ さい 。 (不要 客 気 , 想 中 多少 就 忠 多少 。) 
人 ここ を 自分 の うち だ と 思っ て 、 い た い だ け いて くだ さい 。 ( 作 就 把 六 里 当 成 是 自 
己 家 , 想 待 多 久 就 待 多久 。) 


2 一 に 向かっ て 


“に 向かっ て ” 接 在 表示 人 物 的 名 周 后 面 , 表 示 針 対 某 対象 玉 取 某 和 想 度 或 行 妨 意思 
に OO - 此 時 前 用 法相 当 手 “ご に 対し て ”。 


うち ょ う せ ん せ ャ し 


A 校長 先生 に 向 か っ て 、 感 主 の 気持 ち を 伝え た 。 ( 向 校 胡 表 送 了 感 改 之 意 。) 


ハ 司 1 = 向かっ て そん な 態度 を 取る の は 失礼 だ 。 ( 対 上 司 米 取 那 重 村 度 是 視 不 礼 
狐 的 。) 


Rn 


Oe 人 *@ 


“名 十 に 向かっ て ” 迷 可以 表示 方 向 , 意 思 是 “ 向 着 … ツ 、“" 朝 着 ……"。 

人 愉 行 機 は 南 に 向かっ て 、 飛ん で いっ た 。 ( せ 机 向 南 せ 去 了 。) 

人 景気 は 徐々 に 回 復 に 向かっ て いる よう だ 。 ( 勾 洗 似 平 在 慢 慢 傘 劉 。) 

人 介護 士 に な る と いう 目標 に 向かっ て 、 姉 は 毎日 頑張 っ て いる 。 ( 尋 如 以 成 妨 一 名 
律 研 凡 目 禁 , 毎 天 都 在 努力 。) 


3 ー と いう より (も) 


“ 小 句 十 と いう より (も ) ツ "表示 比 科 , 意 思 是 “ 与 基 池 …… 不 如 池 ……”。 接 袋 名 河 或 ナ 形 
容 河 小 句 時, 去 搾 “だ ” 再 加 上 “~ と いう より (も )”。 涼 句 型 可以 与 副 光 “t しろ ( 宇 可 、 与 基 


人 家 か ら 歩 いて 駅 まで 行く の は , お 金 の 節約 と いう より 健康 の た め だ 。 く ( 伏 家 歩行 
去年 靖 , 与 其 聞 是 省 算 個 不 如 是 出 竹 健康 考慮 。) 

人 わた し に と っ て 彼女 は 、 変 だ ちと いう より も 、 家族 の よう な 穴太 だ 。 ( 好 対 乱丁 
吉 , 与 基 聞 是 朋友 , 更 像 是 家人 。) 

人 著 が 大 きす ぎ て 、 普 楽 と いう より 、 む し ろ 預 音 に 聞こ える 。 (声音 太 大 了 , 号 基 天 
是 音 秒 、 不 如 層 叫 起 来 像 唱 音 。) 


4、 一 な が ら ( も )( 逆 接 ) 


在 第 一 需 第 14 如 学 了 " 動 地 字形 十 な が ら " 表 示 商 介 効 作 同時 導 行 名 ( 十 で あり )/ 
ナ 形 週 干 / イ 形 基本 形 / 動 素 李 形 十 な が ら ( も )" 之 可以 表示 逆 接 , 意 思 是 " 晶 然 …… 但 是 


人 子ども で あり な が ら 、 し っ か り し た 自分 の 考 え を 持っ て いる 。 ( 量 然 量 企 誰 子 


但 入 有 自 己 独 立 的 見 解 。) 

へ 狭い な が ら も よう や く マ イ ホ ー ム を 持つ こと が で きた 。 (時 然 比 較 狭小 , 但 息 算 有 
了 自 己 的 房子 。) 

へ 残念 な が ら 、 今 度 の パー ティ ー に は 出席 で きま せん 。〈 簡 各 伴 我 不能 参加 遂 次 
的 豪 会 。) 


へ 彼 は 知っ て いな が ら も 、 わ た し に 教え て くれ な か っ た 。 ( 他 明 明知 道 , 却 没有 舎 
近 我 。) 


3 
RF 


軸 周 江 ・ 表 送 方 式 
二 ま た だ ん か っ こう 
1. 黙っ て 食べ 出す の は 何と な く 格 好 が つか な い 
送 句 活 的 意思 是 “ 仕 る 都 不 逆 就 弁 始 叶 台 党 得 有 点 不 像 筐 ”。“ 食 べ 出す ” 是 由 “ 食 べ る ” 


号 “ 出 す " 愛 合 面 成 的 .“ 動 寺 ま 形 十 出 す ” 可 以 格 成 邊 合 芝 同 , 主 要 有 本 衝 意 思 。 即 “…… 出 
来 "“…… 出 夫 " 或 者 “ 弁 始 ……”。 表 示 “ 弁 始 ……” 時 、 帯 有 突 然 的 造 気 。“ 食 べ 出 す ” 的 意思 
是 “( 突 然 就 ) 弄 始 忠 ”。 


へ 飛び 出す ( 距 出 去 、 貸し 出す ( 借 出 去 、 出 借 )、 思 い 出す (想起 来 ) 泣き 出す ( 弁 始 
皿 、 身 起 来 )、 走り 出す ( 堪 始 忠 )、 降り 出す ( 弁 始 下 ) 
“何と な く ” 基 一 河 , 意 思 十 “ 忌 覚 得 ……”, 包 含 “ 野 江 不 出 具体 航 原因 , 但 避 覚 得 ……” 
的 意思 。“ 椅 好 が つく ” 是 民 用 租 , 意 思 是 “ 像 梓 子 "、“ 成 体 供 ”。 其 中 ,“ 舌 好 ” 是 名 周 , 意思 基 
“ 欄 子 "、“ 形 状 ”、“ 容 夫 "等 。 


2. よほど お 腹 が 空い て きた 時 


“よほど ” 其 一周 表示 程 度 徹 深 , 意 思 是 “ 祖 ”、* 相 当 ”。 有 時 也 可 以 作 名 向 使 用 。 
人 前 の 仕事 より 今 の 仕事 の ほう が よほど お も し ろ い 。 < 比 起 上 一 俗 工作 , 現 在 的 工作 
要 有 趣 得 多 。) 


こう m. わか ひと kk: お 
3. 小僧 さん と いう 感じ の 若い 人 が 腰 を 下ろ し た 


* 腰 を 下ろ す " 是 慣用 所 , 意 思 星 “ 答 下 ”。 与 “ 腰 " 相 共 的 常用 慣用 午 近 有 : 
へ 腰 を か ける ( 和 下 )、 腰 を 入れ る ( 以 真 地 信 ) 


4. わた し に 対し て 消 友和 具合 量 そう に し て いた が 
送 句 笑 中 “具合 "的 后 面 省 略 了 助 局 “が ”。“ 具 合 ” 主 要 有 両 竹 意 思 , 即 “(身体 、 机 器 等 
ぐ あい わ 
的 ) 状 況 ? 或 者 “合造 、 方 便 ( 与 否 )”。“ 和 具合 が 悪い ” 的 意思 是 "身体 不 箇 服 ” 或 者 “ 不 好意 思 ”、 
\ 不 方 便 ”。 
か ら だ ぐ あい わる 
へ 体 の 具合 が 悪い 。 (身体 不 箇 服 。) 
人 いい 具合 に バス が 来 た 。 ( 正 巧 公 交 年 来 了 。) 
< イ 形 週 干 / ナ 形 同 王 キ そ うに し て いる "的 意思 是 “ 徴 出 …… 的 欄 子 ”。 


@ 


Oe © 8 


5. それ な ら ば も う 少 し 大 切 に し て も いい よう に 思う が 
“それ な ら ば ” 三 "それなら" 相同 ,“ な ら " 后 面 的 “ば "可以 省略 “て よう に 思 う " 用 后 箇 


造 人 委 燃 地表 送 自己 的 某 竹 想 法 或 感光 , 意 思 量 “ 党 得 好 像 ……"、“ 似 平 ……”"。“ー よ うに ” 
的 后 面 除 了 可 以 用 “思う " 之 外 , 近 可 以 用 “感じ る "見 える 思わ れる "等 計 。 

人 鈴 林 さん に 和 何 か 心配 事 が ある よう に 感じ た 。 ( 感 党 絵 木 好 像 有 仕 名 心 事 。) 

人 彼女 は 栗 っ て いる よう に 見 える 。 ( 好 看 起 来 好 像 生気 了 。) 


お うし ょ う か か むら ちょ う まる や きま うけ つけ 
( 王 小 華 と 中 村 R 長 が 丸山 責 事 の 受付 で ) 
お うし ょ う か より け し ょ う ひ ん か く ぶ は し ぐち さま 


王 小 華 。 あの う 、 すみ ませ ん 。 日 和 化 粧品 の 者 な た ん で す が 、 企画 部 の 橋口 様 と 3 
時 に 会 う 約束 を し て お り ま し て … 記 


か い ぎ し つ あん な い 


受付 の 人: は い 、 お 待ち し て お り ま し た 。 会 議 室 へ ご 案内 し ます 。 
王 小 華 , あり が と う ご ざ いま す 。 


口 , お 待た せい た し まし た 。 
: お 忙し い 中 お 時 間 を 割 い て いた だ きま し て 、 ど う も あり が と う ご ざ 


う ひ ん は ん ば いけ いや く 


いま す 。 本 日 は 、 新 商品 の 販売 懇 約 の 件 で 伺 いま し た 。 早速 で す が 、 


ほん だ し 


本 題 に 入ら せ て いた だ きま す 。 
橋口 : レン 
ち 


ふら ょ う a は ん ば い き か ん 
中 村 : あの う 、 販売 期間 に つい て 
まえ は な し 
で す が 、 こ の 前 の 語 で 
が っ 


今 今年 の 9 月 か ら 来 年 の 3 

月 まで と いう こと で し た 

よね 。 
橋口 , ええ 、 そ う で すね 。 


けん と は ん ば い き か ん 


, その 後 、 社内 で 検討 を 重ね まし て 、 販 売 期間 を 来年 の 8 月 まで に 延ばし 
MO だ 央 きた だ My と いう こと も だ か っ た だ で すけ けれ 員 も Mb が か 汰 2 で ML 
うか 。 

や く き か ん いち ね ん . 

:。 と いう こと は 、 笛 約 期間 を 一 年 間 に す る と いう こと で すね 。 

. は い 、 そう で す 。 何と か お 願い し ます 。 

。% え 一 と 、 そうですね ふえ …、 こ の 件 に つい て は 、 わ た くし の 一 存 で は 決め 
か ね ます の で 、 部 内 で も う 一 度 検討 し て か ら 、 お 返事 を させ て いた だ き 


ます 。 
, わか り ま し た 。 ど う ぞ 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
ま , よろ し く お 願 いい た し ます 。 


況 字 ( 侵 名 束 音 ) 声 骨 周 性 週 六 ( 中 文 ) 
取引 先 ( と り ひ き さ き )⑩ [名 ] 容 過 , 願 容 , 交 易 記 
訪問 (ほう も ん [を ここ 半 功太 

割く (きく )① [ 他 動 1] 所 電 , 切 弁 . 制 電 分 出 , 騰 出 
早速 くさ っ そく )⑨ 語 立 刻 , 紀 上, 火 未 

本 題 ( ほ ん だ い )① [名 ] 本 題 , 正 悪 
社内 (し ゃ な い )① [名 ] | 公司 内 部 
検討 (けん と う )⑥ [名 ・ 他 動 3] | 対 途 , 探 寺 研 財 

重ね る (か さ ね る )⑥⑩ [ 他 動 2] 。 | 反 毛 。 屋 次 + 重大 

延ばす (の ば す )② [ 他 動 1] 延長 拉 氏 が 展 , が 大 伸展: 手 延 
何と か (な ん と か )① mn | 想 水 法 , 疫 法 ; 勉 編 算 

わた くし ⑨ [ 代 ・ 名 ] 我 , 和 事 

ー 存 (いち ぞ ん )⑥ Te 不 人 的 意見 自己 的 見 解 


人 8 


い ] 


1. 


的 意 


eS © @ 


( 供 素 ) 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 洞 河 性 河 叉 (中 文 ) 
部 内 (ない)① [ 各 ] (月 伏 、 机 甘 的 内 部 : 


同 法 ・ 表 巡 方 式 


日 和 化 粧品 の 者 な ん で す が 


和 外 小生 和 中 村 則 医大 客 。 到 和 対 方 公司 軸 対 商 台 人 伏 代行 的 自我 介 紹 . * 閉 " 

思 星 “……( 的 ) 人 ”。 但 引 “ 人 "的 用 法 不 同 , 主 要 有 以下 両 和 用 法 。 

» 用 考 " 我 " 或 “ 我 "方 人 上 , 天 自 造 。 

ム 今 すぐ 弊社 の 者 を 伺 わせ ます の で 、 少 々 お 待ち くだ さい 。 〈 我 現在 立 刻 天 我 人 
公司 的 人 員 辻 去 , 靖 生 等 。) 

p 用 考 他人 , 有 経 祝 的 所 所 

人 よく うそ を つく 者 は みん な に 嬢 われ る 。 ( 筆 常 撤 泌 的 人 , 会 被 大 家 対 央 。) 

"者 " 導 可 以 接 在 一 革 名 人 的 后 成一 人 新 的 名 例 如 “ 田舎 者 ( 多 下 人 )"、: * 菅 け 賭 


( 儀 者 的 人 )”、“ 裏 切り 者 ( 叔 徒 )"。 与 “者 "相対 . 在 第 一 朋 学 填 的 "方" 是 対 “人 い 尊 向 的 地 法 。 


2. 


お 忙 し い 忠 、 抽 財 二村 て い お お まし て 。 どう も あり が と う 
ご ざい ます 


送 句 活 的 意思 是 “ 非 常 感 泌 叙 在 百 忙 之 中 訪 我 休 抽 出 時 同 ”。 

“お 忙 し い 中 "的 意思 是 " 在 百 忙 之 中 ".“ 中 "的 后 面 省略 了 助 局 “ を ”。“ 中 を” 表示 " 在 
え 中 "。 

へ 激しい 雨 の 中 を 3 時 間 も 歩 いた 。 ( 在 大 雨中 走 了 3 不 小 時 。) 

“割く ” 的 意思 呈 " 抽 出 ”、“ 空 出 ”.“ 時 間 を 割く ” 即 “抽出 時 同 ”。 

へ 人 手 を 割く ( 勝 出 人 手 )、 紙 面 を 割く ( 空 出版 面 ) 


. 置 工 で す が 、 近 題 に 入ら せ て いた だ きま す 


“早速 " 是 副 同意 思 是 “ 赴 皿 ”“ 品 上 ”, 色 含 “ 根 損 前 面 的 情況 , 迅 速 作出 回 成 ” 的 意思 。 
し りょう で あ っ そく か ちょ う 醒 あ こく 

へ 資料 が 出来 上 お が り ま し た の で 、 早 速 、 課長 に 報告 し ます 。 (資料 伏 好 了 , 我 弓 上 
向 昌 長江 提 。) 


第 3 課 


人 早速 、 先方 に 電話 し て 、 打ち 合わ せ の 日 時 を 確認 レ し ます 。 〈 我 紀 上 打 申 閣 忠 対 方 
克 入 磁 天 的 時 回 。) 


" 滞 精 で す が " 常 用 王 表 示 “GE 我 休 免 去 客 倫 ) 弓 上 輝 人 正 願 ".“* こ ( さ ) せ て いた だ きま 
す ” 時 自 当 財 名 型 , 意 思 昌 " 靖 旬 省 我 …。 


けん と う 


4. 検討 を 重ね る 


“検討 を 重ね る 的 意思 是 " 反 自 対 途 ”。" 検 討 ” 的 意思 是 “ 探 対 研 究 ”, 包含 “ 策 辻 任 外 駒 
査 再 去 対 迄 、 研 究 ” 的 意思 . 因 此 与 況 番 中 的 “松寺 "一 周 意 思 不同 “重ねる” 的 意思 昨 " 多 


次 “孤軍 
人 失敗 を 重ね る ( 展 次 失 表 )、 若 労 を 重ね る (万 尽 千 辛 万 茸 )、 研 完 を 重ね る ( 反 食 研 
究 ) 


5. 何と か お 願い し ます 

“何と か " 是 副 週 。 主 要 有 以 下山 衝 用 法 。 

» 表示 想 尽 一 切 法 去 仙 某 事 , 意 思 是 "想法 ”、“ 疫 法 ”、“ 元 途 如 何 ”。“ 何 と か お 願い 
し ます "的 意思 是 " 硬 抱 想 想 法 ”。 

» 表示 “ 最 然 不 是 祖 充 分 人 勉強 可以 符合 要求 "意思 呈 "“ 勉 強 ”、“" 意 算 ”、“ 好 ”。 

へ 駅 まで 走っ て いっ て 、 何 と か 終電 に 間に合っ た 。( 申 去 丁 店 意 算 直上 了 未 班 

邊 年 。) 

* 符 と か ” 六 筆 常 用 手 "何と か する ( 想 法 )”、“ 何 と か な る ( 忠 会 有 放 法 的 )” 返 両 竹 

形式 。 


人 何と か し て 今日 中 に この 仕事 を 終わ ら せ た い 。 〈 我 想 元 人 如 何 要 在 今 天 之 内 完成 
送 項 工作 。) 


人 あま り 心 配 し な いで 、 何 と か な る よ 。 ( 別 太 担 心 了 , 門 会 有力 法 的 。) 


6. この 件 に つい て は 、 わた くし の 一 存 で は 決め か ね ます の で 
送 句 央 的 意思 是 “ 共 手 和 件 事情 , 礼 礁 先 我 條 人 的 意見 決定 ”… わ た く し” 是 “ わ た し ” 礼 
貌 的 聞 法 , 一 般 是 対 上 銀 或 在 正式 協 合 使用 “一 存 ” 的 意思 是 “ 自 己 人 人 的 意見 ”。“ わ た くし 
の 一 存 で は 決め か ね ます " 送 句 拓 , 在 商 夫 協 合 常用 手 委 地 拒 争 別人 的 要求 。 


1 


全 人 ゅ 


1. 写 出 下 列 況 字 的 培 音 。 
[ 例 ] 閉 沢 [ ぜいたく ] 
(2) 外 出 


(1) 格 好 [ 」 上 」 
(3 黙る [ 」 (《④ 割 る [ J 
《⑤) 食 章 [ ] (6⑥) 向 き 合 う [ 」 
(礼儀 [ 」 (8) 生命 [ 」 
9) 悲し い [ ] (10) 存 続 [ ] 


2 根 畠 涯 文 内 容 。 在 手 号 内 填 入 逝 当 的 内 容 。 

彼 は (  )(  )(  ) 大 きく 、 は っ きり と し た 声 で 「 い た だ きま す 」 と 言っ た 。 
うっ か り 声 を 出し て し まっ た (  )(  )(  )、 わ た し に 対し て 少 具合 義 そ うに 
C )( )C  )〈 。) が 、 わ た し は 妙 に 嬉し か っ た 。 そ れ で わた し は 、 彼 (  ) 


(  ) 発 に 食べ 終わ っ た (  )(  )、「 ご ち そ うさ ま 」 と 言っ て 席 を 立っ た 。 


3. 傍 照 例 名 , 完 成 或 改 写 名 子 。 

[ 例 1] 今日 は 走っ て みよ うと 思う (走れ る ) つ 
今日 は 走れ る だ け 走 っ て みよ うと 思う 。 
1) 遠慮 し な いで 食べ て くだ さい (食べ た い ) 
(2) 試 験 に 合格 する た め 、 頑張 っ て みた い (頑張 れる ) 
(3) こ こ に 残っ た も の は 、 持っ て 帰っ て いい よ ( 持 て る ) 
(④ 今 度 の イベ ント は 、 多く の 人 に 参加 し て も らい た いで す ( で きる ) 
5) ここ を 自分 の うち だ と 思っ て いて くだ さい (いた い ) 

[ 例 2] わた し / 田 中 先生 / 感 詳 の 気持 ち を 伝え た つ 
わた し は 田中 先生 に 向かっ て 感謝 の 気持 ち を 伝え た 。 
Q) 小 鳥 / 南 / 飛 ん で いっ た 
(2 新幹線 / 関 本 方 面 / 直 っ て いる 
佐藤 き ん / / 上司 / 笑 礼 な こ と を 言っ て し まっ た 


(4) 王 さん / 目 標 毎日 頑張 っ て いる 
(5) 山 村 さ ん / 夢 / 歩 ぎ 出し た 


避 
5 直 


[ 例 3] 子ども で ある / し っ か り し た 自分 の 考 え を 持っ て いる つ 
子ども で あり な が ら 、 し っ か り し た 自分 の 考 え を 持っ て いる 
ざん ね ん うん どう か い あめ 芝 ん き 
(1) 残 念 / 運 動 会 は 雨 で 延期 に な っ た 
(2) 狭 い / よ う や く マ イ ホ ー ム を 持つ こと が で きた 
3) いつ も 早 絆 早起き を し よう と 思う / な か な か 実行 で き て いな い 
(4) 東 京 に 住ん で いる / 東 京 タワ ー に 一 度 も 行っ た こと が な い 
(5) タ バ ュ は 体 に 悪い と 知る / 吸 っ て いる 人 が 多い 
[ 例 4] 上 和 化 疲 品 の 人 な ん で す が つ 日 和 化 粧品 の 者 な た ん で す が 。 
(1) 先 ほど で 電話 を し た 人 な ん で す が 
せん じ つ お ん し ゃ た ず ひと 
(2) 先 日 、 御社 を お 訪ね し た 人 な ん で す が 


た ん と う 


(3) た だ いま 、 担当 の 人 を 信 わせ ます 


[ 例 5] 時 間 を 割く っ 
お 忙 し い 中 、 時 間 を 割 い て いた だ きま し て 、 ど う も あり が と う ご ざ いま す 。 
(1) わ ざわ ざ 来 る 
(②) 会 議 に 出席 する 
(3) 詳 し く 説 明 す る 
(④ 東 京 を 案内 する 
(5) パ ン フ レッ ト を 送る 


| 社 充 単 河 表 


汐 字 ( 優 名 簡 音 ) 声 週 | 週 性 河 叉 (中 文 ) 
応対 (お うた い )⑦⑰① [名 ・ 自 動 3] 接待 , 庶 醒 ; 邊 理 ( 皿 活 事 衝 ) 
[名 ・ ナ 形 ・ 自 動 


失礼 て (し つれ い )② 失礼 : 対 不 起 : 高 井 , 告 
3・ 嘩 ] 


飛ぶ (と ぶ )⑩ [自動 1] で せ , せ 翔 ,t 行 ; 吹 走 , 天 距 
景気 (けい き )⑩ [名 ] 勾 済 状況 

徐々 に (じょじょに )① [ 副 ] 色 懇 地 , 慢 慢 地 
回 復 ( か いふ く )⑥⑩ [名 ・ 自 他 動 3] | 居 外 : 提 : 政 算 挽回 


Oe 


(付表 ) 
況 字 ( 優 名 天 音 ) 声 週 
弁護 士 ( ベ ん ご し )⑨③ 


週 性 週 駐 (中 文 ) 
[名 ] 律 族 


節約 (せつ や く )⑨⑩⑥ 


| [名 ・ 他 動 3] 


| 


むし ろ ① 


[ 副 ] 


| ( 請 大 …… う 不知 …> 宇 可 


音 ( そ うお ん )⑩ 


マイ ホー ム ③ 


残念 (ざん ね ん )③ 


ト 


[名 ] 
[名 ] 


蝶 音 
自己 的 家 


[ ナ 形 ] 


避 憶 , 可 恒 憶 属 


心配 事 ( し ん ば い ご と )⑨⑩ 


[名 ] 


担 心 事 , 操 心 事 


嫌う (きら う )③⑩ 


[ 他 動 1] 


| 訳 枯 . 誠 類 , 対 大 


激しい (は げ し い )③ 


[ イ 形 ] 


関西 (か ん さい )① 


[名 ( 専 )] 


方 面 ( ほ うめ ん )③ 


1 
[名 ] 


共 西 (日 本 近畿 以西 的 地区 ) 


方 面 。 方 向 , 地 区 ; 領 域 


早寝 早起き (は や ね は や お き )③⑥ | [名 ・ 自 動 3] 


早 睡 早 起 


実行 ( じ っ こ う )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


守 行 . 抹 


